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   午後３時３５分 開会 

○岸浪委員長   ただいまから議会運営委員会を開会する。 

 出席委員は１１名で定足数に達している。 

 お諮りする。本日の委員会傍聴を許可することに異議ないか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○岸浪委員長   異議ないので、これを許可する。 

 昨日の協議に引き続き、小林正明議員の議会での発言について、協議を

お願いしたい。 

 昨日、いろいろ話があったが、最終的に、共産党と民主クラブから、少

し時間をもらいたいという旨があったと思うが、そのことについて発言し

てもらいながら、全体的なまとめに入っていきたいと思う。 

 民主クラブ。 

○大沢委員   きのうの話の中で、言葉ということを踏まえると、私も

地方自治法を調べたり、辞書で言葉の意味も調べてみたが、多分、本人は

もめごとの後始末をつけるような意味で使っていたと思うが、地方自治法

に品位の保持についてという項目もあるし、そういう点では議会の品位を

落とす発言に近いものであり、また、一般的には余り使われない言葉なの

で、本人に注意してもらって、削除するかどうかは本人の判断に任せたい

と思う。 

○岸浪委員長   共産党。 

○藤井委員   私もいろいろ言葉そのものを調べてみた。いろいろなこ

とから転じて、もめごとの中に立って話をつけるとか、失敗や無礼などの

後始末をするということで、語源的にはいろいろあるようだが、インター

ネットで検索したら、ある芸能人の著書がベストセラーになっているとい

うことで、その題名が『男の落とし前』という本で、中身は読んでいない

が、多分、書き込まれているコメントを見ると、人生的には失敗して落ち

込んでいた人が復活してくる話をトータルで『男の落とし前』ということ

で、かなり売れた本だということが出ていた。今、大沢委員は、落とし前

という言葉は一般的ではないということだったが、一方で、また違う使わ

れ方もしているのかなと思ったり、なかなか難しいと思ったのと、改めて、

議事録をこういうふうに見てみると、一方で、言っている側は議会に対す
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る非常に侮辱した答弁だと、これに対してきっちりとという流れ、勢いも

わからないわけではない。自分が使うか使わないかは別問題だが、私とし

ては、この言葉が議会の品位を傷つけると言い切っていいかというところ

には、やはり、ちゅうちょがある。改めて、言葉の意味ということで調べ

てみたときに、語源的にはいろいろあったが、転じて、今はこういうふう

に使われているという点と、議場での流れの中でということなどを考えて、

最終的には本人の判断というか、私としては、現時点で議会の総意として、

これは品位を傷つけるから削除してほしいというところにまでは至らない

ということである。 

○岸浪委員長   今の２つの会派の意見を踏まえて、ほかの会派の皆さ

ん、何かあるか。 

 無所属クラブ。 

○東條委員   会派の中で話し合いをした。言葉としてどうかというこ

とを総合的に考えたときに、今、共産党が言ったのと同じような意見だが、

品位を傷つけると言い切るには、ちゅうちょがある中で、議会の総意の判

断としてではなく、注意を促すという形でとどめておくべきではないかと

いう会派の意見になった。 

○岸浪委員長   市民連合。 

○森委員   私どもも会派で話し合って、私もネットで調べたり、辞書

を調べたりということで、落とし前という言葉がいい言葉なのか悪い言葉

なのかということは、言語学者でないからわからないという最終的な結論

である。ただ、発言したときに違和感を覚えたことは、多分、皆さん、共

通の認識ではないかと思う。結論的には、私どもも、議会の総意において

削除するということではなくて、本人に、少し違和感がある言葉があった

のでという注意を促すべきではないかということである。 

○岸浪委員長   新政クラブと公明党、何か意見があるか。 

 新政クラブ。 

○阿部委員   私どもも、昨日、発言したところを再度持ち帰って、状

況等、会派の中で話し合ったが、やはり会議規則１３５条の議員は議会の

品位を重んじなければならないというところを尊重してほしいという話の

中から、小林議員、同じ日の発言の流れの中で、中核市でなくてペテン市
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だと市民にも言われますよなんていう発言があったという指摘も出てきて、

限られた時間の中で省略して使ってしまって、適切でない言葉が出てきた

ということであれば理解できるが、市民に言われかねないという発言だっ

たが、果たしてそうかというところで、中核市であるならばどうするべき

じゃないですか、こうしたら市民にだまされたと受け取られてしまうんじ

ゃないですかという趣旨だと思うが、それを中核市でなくてペテン市だと、

これは駄じゃれじゃないかということで、かなり怒っている方も私どもの

会派にはいる。今、中核市じゃなくてペテン市だなんていう言い方をした

という指摘をしたが、これだけではなくて、質問の趣旨を市民の方にもわ

かりやすく、誤解なく、議場の中はもちろんだが、市民一人一人に誤解な

く伝えていく言葉として、これが議会の中の言葉なのか、もっとまじめに

やってくださいという強い意見が会派の中でかなり出ている。これまでの

発言を総合的に考えて、一部分を取り上げているが、質問と関係ない部分

というか不適切、私たちの程度の問題と言われてしまうかもしれないが、

命にかかわる問題とか、市民の生活にかかわる部分をこんな言い方をする

というのはどういうことなんだという意見、もう一つは、発端にした落と

し前という言葉、森委員からも違和感があるという指摘をもらったが、確

かにそれが言葉としてどうなのかというのもあるが、明らかに違和感があ

ると会派の中でも総意としてとらえたので、議運の場に持ってきた。これ

を議会として削除してほしいということではなくて、会派としては、確か

に議運の温度差はあると思うが、このように感じているということを個人

的に個別に伝えるのではなくて、きっちりと議運の場で出たということを

委員長から、総意でなくても構わないし、議運としてのやりとりでも構わ

ないが、本人にきっちり伝えてもらいたい。その後どうなるというところ

までは、議会活動の話だから、本人の活動を尊重するが、ただ、議会とし

てあるべき姿というのは、私たちは全員で議会を構成しているわけだから、

その部分に対して、ここは意向を伝えてほしいというのが新政クラブの意

見である。 

○岸浪委員長   公明党。 

○加藤委員   決論的に言えば、昨日の段階で私から、個人的な、まだ

会派でも話し合いをしていなかったことだがということで、議員の言葉で、
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共産党が言ったようなこともあったので、そのときには、委員長からでも

一言と言ったが、今回のケース、今、新政クラブから話があったが、我が

会派でも話をしたときには、今まで、相模原には、ああいう質問の仕方を

する方は知り得る限りいなかったという中で、言葉のあやに非常に違和感

を持つ、これは事実だろうと思う。きのう、個人的に落とし前のことを話

したときに、せっかくなので、なぜそれが私の気持ちに残ったかを話した

いと思う。これはあくまでも私の主観なので、そうではないというなら指

摘をもらえればと思うが、昨年の暴力団の関係の市営住宅の条例でいろい

ろやりとりがあった中で、実はそれを取り上げたことによって、私のとこ

ろに、いろいろな電話をもらった。その関係の人かはわからないが、それ

が私の気持ちの中にあって、そのときの会議録をインターネットから拾っ

たが、組員ではありませんけれどもという言い方をした、そして、今回の

落とし前という部分が、私にしてみれば、ここでつながってしまった。ジ

ョークとして言ったのかわからないが、これはちょっといかがなものかと

いうのがあったから、私は皆さんよりも、落とし前の部分で思い入れがあ

ったのは事実なので、正直に言う。そういう部分では、総意でなくとも、

とりあえず、これまでの積み重ねの中で、委員長に任せたいと思う。 

○岸浪委員長   では、まとめに入る。 

 結論としては、複数の会派から、本人に意向を伝えるということだった

ので、正副委員長で小林議員に、きのう、きょうの議運での協議あるいは

各会派から出された意見について、直接伝えたいと思う。各会派いろいろ

温度差があるという言葉もあったが、議会人として、議会の中での発言の

扱い方については、不適切な発言という話もあったし、いろいろ調べた結

果、ある程度、幅があるのかなという、限界の中で理解できる部分もあっ

たから、それは一つに収れんしないで、両方の意見を本人に伝えていきた

いと思う。 

 昨日、発言の撤回あるいは議事録の削除という意見も出たが、最終的に

は本人の判断ということにして、あと、本人がどのようにアクションを起

こすかは、本人の判断にゆだねることにしたいと思う。 

 大まかに言えば、この２つが主な内容と思うが、その点でいかがか。 

 市民連合。 
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○森委員   うちの会派では、言論の自由を妨げるものであってはなら

ないが、やはり、議会の品位を保つという意味で、そちらも大事だから、

これをとらえて、今後、言論の自由が失われるということではなくて、品

位を保ちつつ、自由闊達に発言していけるように、共通認識を持っていけ

ればという話も出たので、つけ加える。 

○岸浪委員長   では、そのことも伝えたいと思う。 

 ほかにあるか。 

 市民連合。 

○森委員   きょう、午後からの議会で、ガムを食べている議員がいた

ので、ぜひ、注意をお願いしたい。 

○岸浪委員長   どこの会派かはわかっていると思うから、伝えてもら

って、二度とないように、会派の中で処理してもらいたい。市民もインタ

ーネットで見ているし、今回は本当に多くの方が傍聴に来ているから、や

はり、議会の品位あるいは品格を保つという面を含めて注意していきたい

と思う。 

 次回の議事運営のための議会運営委員会は、６月３０日本会議終了後に

開会する。 

 以上で議会運営委員会を閉会する。 

   午後３時５３分 閉会 


